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 はじめに 
 
このたびは、当社の AQ7269 MMF/SMF モジュールをご購入いただき、誠にありがとうございます。 

本書は、AQ7269 MMF/SMF モジュール（以下、本モジュールと示す）について解説したものです。本書の内

容以外のご使用方法につきましては、AQ7260 OTDR の取扱説明書をご覧いただきますよう、お願い申し上

げます。 
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 安全上のご注意 
本モジュールを安全にお使いいただくために、AQ7260 OTDR の取扱説明書、及び本書〝レーザ製

品を安全にお使い頂くために〟をお読みください。お読みになった後は、本モジュールを使用すると

き、すぐにご覧になれるところに大切に保管してください。 

 

レーザ製品を安全にお使い頂くために 

本モジュールは、レーザ光源を使用しています。 

本モジュールは、"EN60825-1:1994 +A2:2001 Safety of Laser Products-Part 1: Equipment 

Classification, Requirements and User’s Guide " の "Class 1M laser product"にあたります。  

また、2001 年 5 月 27 日付けの〝Laser Notice No.50〟に準ずることにより生じた逸脱する点を除き、

21CFR1040.10 に準拠しています。 

 

 

 

 

 

 

 

光学モジュール AQ7269 

レーザクラス 1M １M 

中心波長 850nm, 1300nm 1310nm，1550nm 

PULSE ≦100mW@850nm, 1300nm ≦100mW@1310nm，1550nm 出力パワー  

 パルス幅 ≦200ns@850nm(duty:≦1.6%) 

≦1µs@1300nm(duty:≦1.6%) 

≦20µs@1310nm(duty:≦1.6%) 

≦20µs@1550nm(duty:≦1.6%) 

INVISIBLE LASER RADIATION 

DO NOT VIEW DIRECTLY WITH OPTICAL INSTRUMENTS 

CLASS 1M LASER PRODUCT 
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 警告 

 

不可視レーザ光が光出力部から出力されます。光出力部は本器の上面パネル

にあります。 

レーザ光が出力されている間、画面に “レーザ発光中” の文字を表示します。

レーザ発光中はクラス 1M の不可視レーザ光が放射されます。※1 

   一部の光学装置（例えば、アイルーペ、拡大鏡及び望遠鏡）でレーザ出力

を距離 100mm 以内で観察すると、目に危険を及ぼす場合があります。  

     ※1：測定時。 

 

不可視レーザ光は人の目には見えませんが、万一、レーザ光が目に入ってしま

ったときは、目を損傷し、ひどく視力を損なうときがあります。事故を防ぐため、

下記に示す内容は必ずお守りください。 

・光ファイバが光出力部に接続されていないときは、レーザ光を出力しない 

でください。 

・光出力部に接続された光ファイバを取り外すときは、光出力を止めてから取

り外してください。 

・レーザ光が出力されている間は、光出力部、および光出力部に接続された

光ファイバの先端を絶対にのぞき込まないでください。 

 

本モジュールを分解・改造したとき、高出力のレーザ光が出力される可能性が

あります。従っていかなるときでも、お客様により装置を分解・改造しないでくだ

さい。 

装置の故障で修理が必要なときは、本社営業部、または最寄りの営業所にご

連絡ください。修理ができるのは資格をもった認可された人のみです。 
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1 光学モジュールを交換する 
 

光学モジュールを取り付ける 

ここでは、光学モジュールカバー、および光学モジュールが取り外されている状態から、光学モジュ

ールを取り付ける手順について説明します。 

 

11..  AQ7260 本体の電源が OFF であることを確認してください。 
 

 

 

 

 

 

22..  ブランクパネルを取り外します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り外したネジは大切に保管してください。 

 

 

 

 

33..  本体側のコネクタと光学モジュール側のコネクタを接続します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 警告 

 

AQ7260 本体の電源を ON にしたまま光学モジュールの交換はしないでくださ

い。感電・故障の原因となります。 

 注意 

 

光学モジュールを取り付ける際は、接続コネクタを垂直にゆっくりと差し込んでく

ださい。左右に揺らしたり、無理に差し込まないでください。 

接続コネクタが破損します。 

注意 
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44..  光学モジュールを固定します。 
下記に示す 3 箇所のネジを時計方向に回し締め付けることによって、光学モジュールを取り

付けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネジは確実に締め付けてください。 

 

 

 

55..  光学モジュールカバーを取り付けます。 
下記に示す 4 箇所のネジを時計方向に回し締め付けます。 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

ネジは確実に締め付けてください。 

 

 

 

 

 

注意 

注意 
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光学モジュールを取り外す 

 

 

 

拡張ユニットが接続されているときは、本モジュールを交換することができませ

ん。 

 

 

11..  AQ7260 本体の電源が OFF であることを確認してください。 
 

 

 

 

 

 

22..  光学モジュールカバーを取り外します。 
下記に示す 4 箇所のネジを反時計方向に回し緩めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.. 光学モジュールカバーを垂直に引き上げ取り外します。 

 警告 

 

AQ7260 本体の電源を ON にしたまま光学モジュールの交換はしないでくださ

い。感電・故障の原因となります。 

注意 
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44..  光学モジュールを取り外します。 
下記に示す3箇所のネジを反時計方向に回し緩めます。その後、下図のように光学モジュー

ルを引き抜くことで取り外せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55..  ブランクパネルを取り付けます。 
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意 

 

光学モジュールを取り外す際は、2 箇所のツマミを同時にゆっくりと引き上げ取 

り外してください。左右に揺らしたり、無理に取り外さないでください。 

接続コネクタが破損します。 

 

光学モジュールの接続コネクタ、および本体の接続コネクタに触れないでくださ 

い。 

故障する原因となります。 

 注意 

 

ブランクパネルを取り付けるためのネジは、ブランクパネルに付属のネジをご使

用ください。ネジのサイズは M3（長さ 5[mm]）です。 

長さ 5[ｍｍ]を超えるネジを使用すると、故障の原因となります。 
5mm 
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2 測定前の注意事項 

 

本モジュールは通信で用いられる波長と同じ波長を使用して測定を行います。従って、測定する光

ファイバに通信光があるときには、その通信自体に影響を与えてしまいます。また、本モジュールに

おける測定も正しく行えなくなりますので、測定環境（通信光の有無など）を十分配慮したうえでご使

用してください。 

本モジュールは、AQ7260 本体のソフトウエアバージョンが 2.04 以降においてご使用いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・通信障害を発生させないよう十分配慮ください。万一、お客様の不注意により

通信障害を発生させてしまったとき、当社は一切の責任を負いかねます。 

・AQ7260 本体のソフトウエアバージョンが 2.04 以降であることを確認して下さ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意 

 

光のトータルパワーなどによっては、被測定システムに接続されている機器が

破損する可能性がありますので、ご使用には十分注意してください。 

注意 
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ソフトウエアのバージョン確認 

  ソフトウエアのバージョンは、起動時の画面において確認することができます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        AQ****：実装されている光学モジュールの型名が表示されます。 

              光学モジュールが実装されていないときは、何も表示されません。 

        #.##    ：インストールされている、ソフトウエアのバージョンが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

UNIT     : AQ**** 
SOFT Ver : #.## 
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3 ファイバモジュール（MMF/SMF）を変更する 
本モジュールには、下記に示す 2 種類のファイバモジュールを搭載しています。 

 

            ・ MMF（マルチモード ファイバ）モジュール 

            ・ SMF（シングルモード ファイバ）モジュール 

 

 

 

  本モジュールを使用する場合には、ファイバモジュールの選択設定を行う必要

があります。 

 

 

ここでは、ファイバモジュールを変更する手順について説明します。 

 

 

11..  測定が停止していることを確認してください。 

 

 

 

  測定中のときは、ファイバモジュールの変更を行なうことができません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

注意 
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22..  [MODE]を押し、〝各種設定〟にカーソルを合わせます。 

設定を変更する画面が表示されます。 

 

 

33..  [F3]を押します。 

選択 window が表示されます。 

 

 

44..  ロータリーノブ、もしくは[▲][▼]を使用し、使用するモジュール側にカーソルを合わせます。 

 

 

 

 モジュールにより出力ポートが異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SMF 
OUTPUT 

MMF 
OUTPUT 

注意 
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55..  [ENTER]を押し、ファイバモジュールの変更を行います。 

 

 

 

 [ENTER]を押さないで、[ESC]を押したときには設定の変更は反映されません。 

 

 

 

 

 

ファイバモジュールを変更したとき、測定条件は下記のようになります。 

 

測定条件 設定値 

波長 850nm＠ＭＭＦ、1310nm＠ＳＭＦ 

測定条件自動化 オートレンジ 

距離レンジ 5km＠ＭＭＦ、40km＠ＳＭＦ 

パルス幅 100ns＠ＭＭＦ、500ns＠ＳＭＦ 

アッテネーション 5.00dB＠ＭＭＦ、2.50dB＠ＳＭＦ 

後方散乱光 -32.00dB＠ＭＭＦ、-50.00dB＠ＳＭＦ 

群屈折率 1.48000 

平均化表示 変更なし 

平均時間（回数） 変更なし 

データサイズ 変更なし 

平均法 変更なし 

保存自動化 変更なし 

イベント検出 変更なし 

近似法 変更なし 

接続損失 変更なし 

反射減衰量 変更なし 

ファイバ終端 変更なし 

フィルタ 変更なし 

プラグチェック 変更なし 

平均化継続 OFF 

多波長連続測定 OFF 

 

 

 

 

 

 

参考 

注意 
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4 パソコンによって操作する 

AQ7260 本体とパソコンを接続することによって、パソコンからコマンドを送信することで、AQ7260 本

体を操作することができます。本モジュール使用時には、下記コマンドが拡張されます。 

(コマンド操作機能を有さない AQ7260 本体については、本項は適用外となります。) 

操作方法や本項以外のコマンドについては、AQ7260 OTDR 取扱説明書をご覧ください。  

 

 

コントロールコマンド 

 

デバイスメッセージ 
No. 機能 

ヘッダ 数値部
説明 

4-6 距離レンジ R m 距離レンジを設定します。 

 m= 0 : 10 km 5 : 240 km    10 : 1 km 

  1 : 20 km 6 : 5 km 

  2 : 40 km 7 : 2 km 

  3 : 80 km 8 : 320 km 

  4 : 160 km 9 : 640 km 

使用する波長によって設定できる値が異なります。 

16-5 ファイバモジュールの切り替え FMODESET m ファイバモジュールを切り替えます。 

m= 0 : SMF 

 1 : MMF 

(注)本コマンドによりファイバモジュールを切り替え

た場合は、次のコマンド送出まで５秒間隔をお

いてください。 

4-1 波長 LAM m 測定波長を設定します。 

m= 0 : MMF 850nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第1波長） 

 1 : MMF 1300nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第2波長）  

 2 : SMF 1310nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第3波長）  

 3 : SMF 1550nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第4波長） 

(注） ﾌｧｲﾊﾞﾓｼﾞｭｰﾙの切替（MMF/SMFの切替）を

伴う場合は、本コマンドの前にFMODESETを

実行する必要があります。 

   

MMF 850nm ： FMODESE 1 → LAM0 

MMF 1300nm： FMODESET1 → LAM1 

SMF 1310nm： FMODESET0 → LAM2 

SMF 1550nm： FMODESET0 → LAM3 

4-14 後方散乱光 BS 

（RL） 

m,ｎ 後方散乱光レベルを設定します。 

m= 0 : MMF 850nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第1波長） 

 1 : MMF 1300nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第2波長）  

 2 : SMF 1310nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第3波長）  

 3 : SMF 1550nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第4波長） 

 

n= 10.00≦ｎ≦64.99 ： 0.01Step 

(注） ﾌｧｲﾊﾞﾓｼﾞｭｰﾙの切替（MMF/SMFの切替）を

伴う場合は、本コマンドの前にFMODESETを

実行する必要があります。 
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4-17 波長の設定（多波長連続測定用） MWAVE m,n,o,p 多波長連続測定を実行する波長を選択します。 

m= 0 : MMF 850nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第1波長）OFF 

  1 : MMF 850nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第1波長）ON 

ｎ= 0 : MMF 1300nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第2波長）OFF 

  1 : MMF 1300nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第2波長）ON 

o= 0 : SMF 1310nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第3波長）OFF 

  1 : SMF 1310nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第3波長）ON 

p= 0 : SMF 1550nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第4波長）OFF 

  1 : SMF 1550nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第4波長）ON 

(例)  

MMF 850nmのみ動作： MWAVE1,0,0,0 

MMF1300nmのみ動作： MWAVE0,1,0,0        

MMF850/1300nmの連続測定： MWAVE1,1,0,0 

SMF1310nmのみ動作： MWAVE0,0,1,0 

SMF1550nmのみ動作： MWAVE0,0,0,1 

SMF1310/1550nmの連続測定： MWAVE0,0,1,1 

 

（注）ﾌｧｲﾊﾞﾓｼﾞｭｰﾙの切替（MMF/SMFの切替）を 

伴う場合は、本コマンドの前にFMODESETを実行す

る必要があります。 

また、MMFとSMFを同時に選択しての連続測定はで

きません。 

 

 

リクエストコマンド 

 

No. 機能 コマンド 
戻り値 

フォーマット
説明 

4-6 距離レンジ RR m 距離レンジを要求します。 

 m= 0 : 10 km 5 : 240 km   10 : 1 km 

  1 : 20 km 6 : 5 km 

  2 : 40 km 7 : 2 km 

  3 : 80 km 8 : 320 km 

4 : 160 km 9 : 640 km  

16-5 ファイバモジュールの

確認 

FMODESETR m ファイバモジュールの状態を要求します。 

 m= 0 : SMF 

1 : MMF 

4-1 波長の確認 LAMR m 測定波長を要求します。 

m= 0 : MMF 850nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第1波長） 

 1 : MMF 1300nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第2波長）  

 2 : SMF 1310nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第3波長）  

 3 : SMF 1550nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第4波長） 

4-14 後方散乱光 BSR 

（RLR） 

m,n 後方散乱光レベルを要求します。 

m= 0 : MMF 850nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第1波長） 

 1 : MMF 1300nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第2波長）  

 2 : SMF 1310nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第3波長）  

 3 : SMF 1550nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第4波長） 

  ｎ  ： 後方散乱光レベル 10.00～64.99 

4-17 多波長連続測定の 

各波長設定 

MWAVEＲ m,n,o,p 多波長連続測定を実行する波長の設定を要求します。

m= 0 : MMF 850nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第1波長）OFF 

  1 : MMF 850nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第1波長）ON 

ｎ= 0 : MMF 1300nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第2波長）OFF 

  1 : MMF 1300nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第2波長）ON 

o= 0 : SMF 1310nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第3波長）OFF 

  1 : SMF 1310nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第3波長）ON 

p= 0 : SMF 1550nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第4波長）OFF 

  1 : SMF 1550nm（ﾓｼﾞｭｰﾙの第4波長）ON 
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選択されている波長、ファイバモジュールによっては、設定が反映されないコマ

ンドがあります。設定した値をご確認いただくには、リクエストコマンドをご使用く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 
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5 仕様 
 

形名 AQ7269 

品名 MMF モジュール SMF モジュール 

中心波長（nm） 
850±30 

1300±30 

1310±25 

1550±25 

測定光ファイバ MM (GI 62.5/125µm) SM (ITU-T G.652) 

距離レンジ（km） 
1, 2, 5, 10, 20, 40, 80(注 6） 2, 5, 10, 20, 40, 80, 

160, 240 

パルス幅（sec） 

10n, 20n, 50n, 100n, 

200n, 

500n, 1µ（注 7） 

10n, 20n, 50n, 100n, 

200n, 500n, 1µ, 4µ, 

10µ, 20µ 

サンプリング分解能 Max. 5cm 

オフセット誤差 ±1m 

スケール誤差 測定距離×2×10^-5 距離測定確度（注 1） 

サンプリング誤差 ±1 サンプリング分解能 

ダイナミックレンジ （SNR=1）（注 2） 
22.5@850nm 

24@1300nm 

34@1310nm 

32@1550nm 

イベント・デッドゾーン（m）（注 3） 2typ. 2typ. 

アッテネーション・デッドゾーン（m）（注 4） 
7typ. @850nm 

10typ. @1300nm 

7typ. @1310nm 

8typ. @1550nm 

損失測定確度（dB/dB） ±0.05 

光コネクタ（注 5） AQ9441（*）ユニバーサルアダプタ：オプション 

使用温度範囲 0～40℃ 

保存温度範囲 -20～＋60℃ 環境条件 

湿度  95％RH 以下 （結露無きこと） 

        特記無き項目は、23℃±2℃にて。 
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（注 1） 全ての要因を含みます。 

（注 2） 測定光ファイバの接続端から、後方散乱光のレベルがノイズレベルの RMS レベルと同

じになるまでの損失をダイナミックレンジ（SNR=1）として表します。 

     平均化時間：3 分間。 

フィルタ：ON。 

パルス幅：20µs@1310nm /1550nm、200ns@850nm、1µs@1300nm。 

距離レンジ：160km@1310nm、240km@1550nm、20km@850nm、80km@1300nm。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注 3） 反射減衰量 40 dB 以上（イベントが飽和していない状態）のイベントピーク値から-1.5dB

部における距離幅。 

パルス幅：10ns において。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注 4） 光コネクタの反射減衰量 45 dB 以上＠1310nm /1550nm、40dB 以上＠850nm /1300nm

で、後方散乱光レベルが定常値の±0.5 dB 以内になるポイントにおける距離幅。 

     パルス幅：10ns＠1310nm /1550nm、20ns@850nm /1300nm。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（注 5） *はコネクタ形式。FC、SC、ST、DIN のいずれかを指定してください。 

（注 6） 40km、80km は、波長 1300nm のみ。 

（注 7） 500ns、1µs は、波長 1300nm のみ。 

ノイズピーク 

ダイナミックレンジ 
（SNR＝1） 

ノイズの RMS レベル 

±0.5dB 

アッテネーション・デッドゾーン 

ピーク 

-1.5dB 

イベント・デッドゾーン
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6 外観図 
 

 

 




